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道路メンテナンス年報の公表

詳細は、国土交通省HPを参照 http://www.mlit.go.jp/road/sisaku/yobohozen/yobohozen_maint_h28.html
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平成２６～２８年度 点検実施状況《熊本県》

○平成26～28年度の累積点検実施率は、橋梁約49％、トンネル約30％、道路附属物
等約64％

【５年間の点検計画・累積点検実施率（全道路管理者合計）】

平成26年度実施率 平成27年度実施率点検実施率 平成28年度実施率

出典：九州地方整備局調べ（H29.3時点.）
※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある
※Ｈ26年12月末時点の施設数に対する点検実施率
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平成２６～２８年度 点検実施状況《熊本県》

○平成26～28年度の点検の結果、早期に修繕が必要な施設の割合は、
橋梁で約７％、トンネルで約４０％、道路附属物等で約８％

【橋梁、トンネル、道路附属物等の判定区分の割合（全道路管理者合計）】

出典：九州地方整備局調べ（H29.3時点.）
※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある
※Ｈ26年～Ｈ28年度の点検結果の合計値による割合
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【最優先で点検すべき橋梁の点検計画と累積点検実施率（全道路管理者合計）】

出典：九州地方整備局調べ（H29.3時点.）

○平成26～28年度の累積点検実施率は、緊急輸送道路を跨ぐ跨道橋約６８％、跨
線橋約７２％、緊急輸送道路を構成する橋梁約６２％

平成２６～２８年度 最優先で点検すべき橋梁 点検実施状況《熊本県》

平成26年度実施率 平成27年度実施率点検実施率 平成28年度実施率

※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある
※Ｈ26年12月末時点の施設数に対する点検実施率
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平成２６～２８年度 最優先で点検すべき橋梁 点検結果《熊本県》

出典：九州地方整備局調べ（H29.3時点.）

○跨線橋は、早期に修繕を行う必要があるものの割合が約１６％と、橋梁全体の割
合約７％を大きく上回っている

【最優先で点検すべき橋梁の診断結果（全道路管理者合計）】

※四捨五入の関係で合計値が100%にならない場合がある
※Ｈ26年～Ｈ28年度の点検結果の合計値による割合
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地域一括発注の実施状況

≪全国の状況（道路メンテナンス年報 H29.8）≫
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個別施設計画の策定状況（平成28年度末時点）

○ 各道路管理者は、橋梁･トンネル･大型の構造物において、定期的な点検･診断の結果に基づき個別施
設計画※を策定（地方公共団体は平成32年度までに策定予定）。

○ 平成28年度末時点の個別施設計画の策定率は、橋梁で約65%、管理者別では都道府県･政令市等 約75%、
市町村 約64%。

○その他、トンネル及び大型の構造物の策定率は、それぞれ約26%、約31%。

※維持管理・更新等にかかるトータルコストの縮減・平準化を図る上で点検・診断等の結果を踏まえた個別施設毎の具体の対応方針を定めた計画

・個別施設計画（道路）の策定期限
⇒国：H28年度（策定済）
⇒地方公共団体：H32年度

インフラ長寿命化基本計画
【国】

（平成25年11月策定）

インフラ長寿命化計画
【国交省】

（平成26年5月策定）

インフラ長寿命化計画
【地方公共団体】

（平成28年度までに策定）
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≪インフラ長寿命化計画の体系≫
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個別施設計画の策定状況（平成28年度末時点）

※（ ）は団体数
※市町村は特別区を含む
※割合は個別施設計画策定対象の施設を管理する団体数により算出
※大型の構造物は横断歩道橋、門型標識、シェッド、大型カルバートであり、いずれかの施設の個別施設計画が策定されていれば
策定済みとしている

≪個別施設計画の策定状況（平成28年度末時点）≫
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研修や講習会の実施状況 資料⑤

①橋梁点検現場研修会開催状況（直轄）

目 的 ： 地方公共団体の職員の技術力育成のため、点検
要領に基づく点検に必要な知識・技能等を取得す
るための現場研修

○橋梁点検現場研修会（コンクリート橋）
開 催 日 ：平成２９年１０月２０日
場 所 ：山鹿大橋（山鹿市）
参 加 者 ：４市３町（１４名）

○橋梁点検現場研修会（鋼橋）
開 催 日 ：平成２９年１１月１５日
場 所 ：緑川橋（熊本市南区）
参 加 者 ：３市２町（１０名）

※来年度も同時期に同様の研修を予定しています。

山鹿大橋

緑川橋
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③耐震補強工事現地見学会の開催（ＮＥＸＣＯ）

目 的 ：地方公共団体の職員の技術力育成のための、熊本地震に伴う損傷橋梁に対する
耐震補強の現場見学会

○耐震補強工事現地見学会
開 催 日 ：平成２９年１１月３０日
場 所 ：東原橋（熊本ICﾗﾝﾌﾟ橋）
参 加 者 ：２市１町（８名）

②県・市町村担当者向けメンテナンス研修開催（熊本県）

開催場所 熊本県建設技術センター

開催日 研修名 参加人数（名）
6月9日 道路メンテナンス（初級） 66
6月16日 コンクリート品質管理 77
6月22日 アスファルト舗装 69
7月13日～14日 橋梁の補修・補強 139
8月24日～25日 構造物の補修・補強 72
10月26日～27日 橋梁点検 98

座学 現場

研修や講習会の実施状況
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社会資本整備審議会 道路分科会の概要（H29.08.22開催）

詳細は、国土交通省HPを参照 http://www.mlit.go.jp/policy/shingikai/s202_douro01.html
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